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【緒言】生分解性高分子であるポリ乳酸(PLA)は，
L 体と D 体を等量混合し，ステレオコンプレック
ス化(ScPLA)することにより，融点が 50℃以上上
昇することが知られている。これは，ScPLA 特有
の結晶構造(図 1) 1)の他に，L体と D体の分子鎖間




















図 2 ScPLAの温度変化における 
テラヘルツスペクトル（下）と 
その 2次微分スペクトル（上） 
図 3 ScPLAの偏光 
テラヘルツスペクトル 
図 4 ScPLAの実験（上）と計算（下） 
によるテラヘルツスペクトル 
【結果・考察】図 2 に ScPLA を 30℃から
245℃まで昇温変化させ，テラヘルツスペク
トルを測定した結果とその 2 次微分スペクト
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